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おおたこうれん
　
大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
青

年
部
）
の
第
56
回
定
時
総
会
が
、
４
月
20
日
に
大
田

区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
で
行
わ
れ
た
。
近
年
の
定
時

総
会
は
、
感
染
症
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
令
和
２
年
度

は
書
面
決
議
、
令
和
３
年
度
は
各
会
代
表
の
み
で
開
催

し
た
。
令
和
４
年
度
は
感
染
症
拡
大
が
一
服
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
松
原
忠
義
大
田
区
長
を
始
め
来
賓
も
多

数
参
加
。
３
年
ぶ
り
に
、
本
格
的
な
対
面
の
総
会
開
催

と
な
っ
た
。

　
今
回
の
総
会
で
２
年
の
任
期
を
終
え
た
松
島
秀
仁
委

員
長
は
、
冒
頭
挨
拶
で
「
早
い
も
の
で
委
員
長
に
な
っ

て
２
年
が
経
っ
た
。
一
昨
年
は
わ
が
国
初
の
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
、
就
任
の
挨
拶
も
で
き
ず
会
の
活
動

も
で
き
ず
、
悔
し
く
無
力
な
思
い
を
感
じ
て
い
た
」
と

任
期
を
振
り
返
り
、「
ウ
ェ
ブ
会
議
を
活
用
し
た
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
規
約
の
改
正
、
青
年
部
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
作
成
な
ど
足
元
を
見
つ
め
直
す
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
」
と
任
期
を
総
括
し
た
。「
現
在
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
と
し
て
、
様
々
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
青
年
部
は
皆
が
集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
や
る
の
が
一

番
楽
し
い
。
今
年
は
活
動
が
で
き
た
ら
と
思
う
の
で
新

執
行
部
に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と
期
待
を
述

べ
た
。

　
そ
の
後
は
松
島
委
員
長
を
議
長
に
選
出
し
、
令
和

３
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
、

令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
、

新
た
な
役
員
選
任
と
い
う
５
つ
の
議
案

に
つ
い
て
説
明
と
採
決
が
行
わ
れ
た
。

　
令
和
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、
前
委
員
か
ら
新
委
員
へ
の
委
員

引
継
研
修
会
を
は
じ
め
、納
涼
会
、マ
ッ

チ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｏ
Ｔ
Ａ
、ザ・パ
ー

テ
ィ
ー
、
出
展
・
参
加
し
て
い
る
Ｏ
Ｔ

Ａ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
１
な
ど

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
と
な
っ

た
。
一
方
で
、
８
月
に
は
青
年
部
委
員

８
社
が
結
集
し
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
用
の
採
火
器

を
製
作
し
た
。
10
月
と
11
月
に
は
ウ
ェ

ブ
会
議
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
た
講
演
会
も

開
催
。
令
和
３
年
３
月
に
は
川
崎
キ
ン

グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
で
の
工
場
見
学
会

を
開
催
し
た
。
令
和
４
年
度
も
引
き
続

き
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
・
延
期
の

可
能
性
が
あ
る
が
、
細
心
の
感
染
症
対

策
を
前
提
に
活
動
を
行
っ
て
い
く
（
詳

細
は
別
表
参
照
）。
令
和
３
年
度
の
事

業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
、
令
和
４
年

度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
は
満
場
一

致
で
可
決
し
た
。

　
続
く
役
員
選
任
で
は
新
委
員
長
と
し
て
蒲
田
工
業

経
営
研
究
会
の
福
元
雅
治
氏
（
川
内
商
工
社
長
）
が
、

副
委
員
長
に
蒲
田
工
業
協
同
組
合
木
鶏
会
の
奥
山
隆

行
氏
（
日
新
電
気
社
長
）
が
選
任
さ
れ
た
。
前
例
に

倣
い
、
監
事
に
は
松
島
秀
仁
前
委
員
長
が
就
い
た
。

　
最
後
の
来
賓
挨
拶
で
、
大
田
工
業
連
合
会
の
舟
久

保
利
明
会
長
は
「
大
田
工
連
青
年
部
は
大
田
工
連
の

ゆ
く
え
を
左
右
す
る
大
事
な
団
体
だ
。
新
執
行
部
は

本
当
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
青
年
部
は
か
つ
て
６
つ

存
在
し
た
が
、過
去
の
経
緯
が
あ
り
現
在
は
４
つ
だ
。

ぜ
ひ
あ
と
２
つ
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
松
原
忠
義
区
長
は
「
コ
ロ
ナ
で
思
う
よ
う

な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。
本
当
に
ご
苦
労

様
で
し
た
」
と
前
執
行
部
を
労
っ
た
。

３年ぶりに来賓を招いて開催された青年部定時総会

　大
田
工
連
青
年
部
定
時
総
会
開
催

第56回

挨拶する舟久保利明大田工連会長、松原忠義大田区長 ※実施月についてはあくまで予定であり、変更となる可能性があります。

実施月 事業名 担当会 備考

4月 第 56 回定時総会 大田工連青年部

8 月 納涼会 大森工場協会
YMクラブ

9 月 工場見学会 蒲田工業
経営研究会

10月

委員引継ぎ研修会 蒲田工業協同組合
木鶏会 1泊 2日を予定

講演会 工和成年会

11 月 ＯＴＡ
ふれあいフェスタ 大田工連青年部 各会青年部で

出展予定

12 月

マッチングセッション
OTA2022 青年部有志

忘年会 大森工場協会
YMクラブ

2 月 テクニカルショウヨコハマ等
展示会 青年部有志 共同出展を予定

4 月 第 57 回定時総会 大田工連青年部
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４
月
に
入
り
、
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
を
背
景
に
、
世
界
的
に
サ
イ

バ
ー
攻
撃
件
数
は
高
い
水
準
で
継
続
し

て
お
り
ま
す
。
前
号
に
て
お
伝
え
し
た

通
り
、
当
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
年

１
月
か
ら
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
急
増
し
て

お
り
ま
す
。
当
会
会
員
企
業
約
30
社
の

3
月
ま
で
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
状
況
を
報

告
し
ま
す
。

 

サ
イ
バ
ー
攻
撃
３
倍
に
増
加

２
０
２
２
年
に
入
っ
て
か
ら
増
加

傾
向
で
あ
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
件
数

は
、
３
月
に
減
少
傾
向
に
転
じ
ま
し
た

が
、
昨
年
12
月
と
比
べ
る
と
３
倍
に
攻

撃
が
増
加
し
た
状
態
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
（
図
１
）。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の

攻
撃
の
、
約
６
割
が
ロ
シ
ア
か
ら
と

な
っ
て
お
り
（
図
２
）、
現
在
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
に
関
係
す
る
攻
撃
で
あ
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
国
の
重
要
イ
ン
フ

ラ
に
関
わ
る
会
員
企
業
も
多
い
当
会
と

し
て
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会

員
企
業
の
皆
様
に
お
い
て
も
、「
不
審

な
メ
ー
ル
は
開
か
な
い
」「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
最
新

の
状
態
を
保
つ
」
と
い
っ
た
基
本
的
な

対
策
を
従
業
員
に
も
周
知
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
激
化
に
伴
い
、

各
省
庁
か
ら
も
再
三
の
注
意
喚
起
が
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
に
も
増
し
て

注
意
励
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
和
会
協
同
組
合
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

経
済
産
業
省
は
じ
め
と
す
る
各
省

庁
で
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
、
国
防
と

し
て
経
済
安
全
保
障
上
、
重
要
な
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
属
す
る
中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
の
検
討
が
進
ん
で

い
ま
す
。

前
年
度
は
、
当
会
と
し
て
も
経
産

省
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
情
報
処
理
推
進
機
構
）

が
目
標
と
す
る
中
小
企
業
向
け
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
の
っ
と
り
、

工
和
会
協
同
組
合
を
中
心
に
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。

 

助
成
金
の
活
用
も
検
討

今
年
度
も
、
こ
の
よ
う
な
国
の
方

針
に
沿
っ
た
形
で
、
国
が
推
奨
す
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
一
つ
の
基
準
で
あ

る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
（
※
）
宣
言
の
支
援
や
、
助
成
金
を

活
用
し
て
国
が
推
奨
す
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
サ
ー
ビ
ス
を
皆
様
に
お
試

し
い
た
だ
け
な
い
か
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
も
、
皆
様
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う

活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

令 和４年 度 大 田 区「 優 工 場 」を 募 集 しま す！

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
背
景
に
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
３
倍
に
増
加
！

応募資格 大田区内で生産・加工現場を有した常時稼働している工場（工場認可が必要）
 ※工場及び労働環境などの状態が法令等に抵触する場合は対象とならないことがあります。

募集期間 令和4年6月１日（水）～7月29日（金）17時必着
 ※申し込みを希望される場合には、事前に下記担当までご連絡ください。

実地調査 8月31日（水）～9月2日（金）いずれか１日（90分程度）
最終確認 9月26日（月）、10月3日（月）いずれか１日（30分程度）
審　　査 実地調査を踏まえ、10月の審査会にて決定致します。
認定期間 5年間（平成30年以降認定を受けた工場は今年度お申込みいただけません。）
表　　彰 令和5年2月9日（木）会場：未定

お問合せ  （公財）大田区産業振興協会　プロモーションチーム TEL：03-3733-6476　FAX03-3733-6459

月 月月 月月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

で
の
不
正
通
信
遮
断
数

で
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
数

でのウイルス検知数 での不正通信遮断数

ロシア

オランダ

ベリーズ

ポーランド

ウクライナ パナマ

図表1　サイバー攻撃件数の推移

図表2　攻撃発信国

人に優しい、まちに優しい、技術・経営に優れた工場を「優工場」に認定し、さらに優秀な工場を表彰することによって、
大田区の工業に従事する人のやりがい、生きがいを引き出すとともに大田区工業の振興を図ることを目的とします。
貴工場の優秀性を内外にアピールするチャンスとして「優工場」にぜひご応募ください。

※ SECURITY ACTION
https://www.ipa.go.jp/security/security-action/index.html
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大
田
工
業
連
合
会
は
5
月
11
日
か
ら

13
日
の
3
日
間
、
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ

P
ｉ
O
の
６
階
Ｃ
会
議
室
で「
２
０
２
２

年
度
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

た
。
目
的
は
社
会
人
と
学
生
の
違
い
を

認
識
し
、
新
入
社
員
と
し
て
必
要
な
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
体
得
す
る
こ
と
、
も

の
づ
く
り
に
た
ず
さ
わ
る
企
業
人
と
し

て
の
「
自
覚
と
誇
り
」
を
醸
成
す
る
こ

と
だ
。
加
藤
研
磨
製
作
所
、
三
栄
精
機

工
業
、
三
功
工
業
所
、
昭
和
製
作
所
、

千
歳
工
業
、
津
々
巳
電
機
、
東
邦
精
機

製
作
所
の
７
社
か
ら
19
名
が
参
加
し
た
。

研
修
初
日
の
冒
頭
、
当
会
の
舟
久
保

利
和
会
長
は
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
会
社

が
期
待
す
る
人
材
と
は
、
そ
の
会
社
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
間
、
仕

事
を
任
せ
た
ら
必
ず
や
り
遂
げ
る
人
間

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
自
ら
を
研
鑽
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が

入
社
し
た
会
社
の
次
世
代
を
担
う
覚
悟

で
働
い
て
ほ
し
い
」
と
新
入
社
員
達
を

鼓
舞
し
た
。
大
田
区
産
業
経
済
部
の
古

川
雅
章
工
業
振
興
担
当
課
長
は
「
大
田

区
は
も
の
づ
く
り
の
町
、
産
業
の
町
で

あ
り
、
事
業
所
数
や
工
業
出
荷
額
は
都

内
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。
そ
れ
を
支
え
て

い
る
の
は
人
で
す
。
良
い
仕
事
を
す
る

上
で
基
礎
と
な
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
。
3
日
間
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を

学
び
、
大
田
区
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え

る
人
材
に
な
っ
て
頂
き
た
い
」
と
期
待

を
述
べ
た
。

　
初
日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
高
度
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
の
講
師
で
あ
る
鈴
木
良
之
氏

に
よ
る
「
５
Ｓ
に
つ
い
て
」
の
講
義
で

幕
を
開
け
た
。
製
造
業
の
基
本
で
あ
る

５
Ｓ
（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・

し
つ
け
）
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
。

若
者
達
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
、
そ
も

そ
も
「
企
業
と
は
何
か
、
何
を
目
的
に

存
在
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
所
か
ら

話
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
よ
り
良
い
会
社

を
目
指
す
上
で
は
働
き
や
す
い
職
場
を

作
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
５

Ｓ
が
重
要
で
あ
る
と
語
る
鈴
木
先
生
。

５
Ｓ
を
理
解
す
る
上
で
、「
普
段
職
場
で

目
に
し
や
す
い
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
周
辺

を
ど
う
片
付
け
る
か
」
と
い
う
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
も
実
施
し
た
。「
整
理
・
整
頓

な
ど
５
Ｓ
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
余
計

な
時
間
や
手
間
を
減
ら
せ
る
」
鈴
木
先

生
が
長
年
製
造
業
の
現
場
で
働
い
て
き

た
実
体
験
を
交
え
て
講
義
す
る
と
、
新

入
社
員
達
は
目
を
輝
か
せ
て
話
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

 

午
後
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、企
業・官
公
庁
な
ど
の
組
織
で
「
人
」

に
関
す
る
課
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
株
式
会
社
ア
ー
ル
＆
キ
ャ
リ
ア
の

専
属
講
師
、
江
木
淳
子
講
師
と
佐
藤
外

美
子
講
師
が
登
場
。
社
会
人
と
し
て
の

心
構
え
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
ソ
ッ

ド
、
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
講
義
し
た
。
江
木
先
生
は
「
お
給

料
は
も
ら
う
も
の
で
は
な
く
稼
ぐ
も
の
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
何
で
も
呟
い
て
は
い
け
な

い
」「
皆
さ
ま
の
行
動
の
へ
の
評
価
が
、

会
社
の
評
価
に
つ
な
が
り
ま
す
」
等
な

ど
語
り
、
新
入
社
員
達
は
熱
心
に
メ
モ

を
取
っ
て
い
た
。　

 

12
日
の
講
義
で
は
電
話
対
応
や
他
社

訪
問
、
来
客
対
応
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
で
良

く
あ
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
対
応
法

を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
で
学
習
。
13
日

の
講
義
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
作
成
や

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
行
・
点
検
・
改
善
）

を
回
す
事
に
よ
る
効
率
的
な
業

務
の
進
め
方
な
ど
を
学
ん
だ
。

 

研
修
に
参
加
し
た
加
藤
研

磨
製
作
所
の
近
藤
里
さ
ん
は

「
５
S
の
意
味
が
詳
し
く
分

か
っ
て
良
か
っ
た
。
整
理
・
整

頓
と
は
片
付
け
る
だ
け
か
と

思
っ
て
い
た
が
、
誰
に
で
も
わ

か
り
や
す
く
す
る
の
が
目
的
と

知
っ
て
勉
強
に
な
っ
た
」
と
驚

き
を
語
っ
た
。
昭
和
製
作
所
の

古
野
し
ず
く
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ

で
学
校
も
就
活
も
オ
ン
ラ
イ
ン

だ
っ
た
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
を
学
ぶ
機
会
が
な
か
っ

た
。
こ
の
研
修
が
あ
っ
て
良

か
っ
た
」
と
研
修
へ
の
感
謝
を

述
べ
た
。

講義やグループワークでビジネスマナーを学ぶ新入社員たち

消費税のインボイス制度の登録申請はお早めに！
（大森、雪谷及び蒲田税務署からのお知らせ ）

2022年度  新入社員研修
未来の大田区製造業を担う人材を育成！

来年10月１日から消費税の仕入税額控除の方式として「適格請求書等保存方式
（いわゆるインボイス制度）」が始まります。

制度開始日からインボイスを発行するためには、来年３月31日までに登録申請が必要です。制度開始へ向けた準備作業をスムーズに行う
ためにも、早めの登録申請をお願いいたします。制度についての詳細は、国税庁HPの「インボイス制度特設サイト」をご覧ください。また、
同サイトにオンライン説明会や各税務署で実施する説明会の日程を掲載しています。

なお、制度に関する一般的なご質問等は、インボイスコールセンターで受け付けております。

【℡】 0120-205-553（無料）　 【受付時間】 9:00～17: 00（土日祝除く）

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/invoice.htm

https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/invoice_setsumei.htm

インボイス特設サイト

説明会
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新年度が始まり早や 2ヶ月、各
種事業はwith コロナを意識しつ
つ、お陰様で順調に実施しており
ます。昨年度、延期の末にリモー
ト開催となった新入社員セミナー
もリアル開催となり、胸をなでお
ろしております。年度末には夏休
みに予定していた「親子で楽しむ
ロボット作り教室」を子ども達の
春休みに合わせて開催することが
出来ました。子ども達から新入社
員までリアルに顔を合わせてのも
のづくり教室やセミナーは、マス
ク越しにも活き活きとした笑顔や
真剣に課題に取り組む眼差しが溢
れていました。
6月には当会の定時総会が開催

されます。役員改選の年でもあり、
新たな役員の皆さまと共に令和 4
年度の事業計画が滞りなく安心安
全に実施出来ることを願ってやみ
ません。　
各団体の皆さまにおかれまして

も「今年度こそ！」の思いで工場
見学会やセミナーの計画などを立
てられていることと存じます。実
施にあたりご不明点などがありま
したら何なりと事務局までお申し
付けください。いつでもご連絡を
お待ちしております。

第14回事務
局から

　桜の花が満開となった３月２８日、２９日、大
田工業連合会と大田区産業経済部産業振興課は、
大田区産業プラザPｉO１階の大展示ホールで、春
休み親子で楽しむロボット作り教室を開催した。
２８日は１３時３０分から、２９日は９時からと
１３時３０分からの３回開き、各回に約４０組の
親子が参加した。教室の開催にあたり、大田工業
連合会の西川恭子事務局長は「今日はロボット作
りを楽しんでください。来週から元気に学校に行
けるように、マスクをして目や鼻や口を手で触ら
ないようにしましょう」と感染拡大への注意を呼
びかけた。
　今回教材として使われたのは、二足歩行ロボッ
ト「ステッピー」だ。今回の教室で講師を務め
た、芝浦工業大学の事業法人であるエスアイテッ
ク（東京都江東区）が製造・販売するロボット

キットで、３時間程度で組み立てられるシンプル
な構造が特徴。単三電池か単四電池で駆動し、二
足歩行のほか、綱渡りもできる。
　子ども達は、自宅から持参したニッパーとドラ
イバーを使い、ステッピーを組み立てていった。
説明書を見ながらの作業だったが、細かな部品も
多く、構造が複雑な箇所も。子が部品を支えて親
がドライバーを回したり、親が配線の接続をガイ
ドしたり、親子で助け会いながら作業を進める姿
が見られた。山王小学校５年生の森田有希也さん
は「ロボットが好き、モノづくりが好きなので今
回参加しました。配線を繋ぐところは難しかった
けれど、ロボットが動くのは楽しかった」と目を
輝かせた。小学２年生の男の子と参加したお父さ
んは「妻が申し込んで参加しました。私自身ガン
ダムのプラモデルをたくさん作っていたので、親

がほとんど作ることになるかと
思いましたが、結構子供も頑張
りました」とコメントした。
　組み立てが一段落すると、そ
れぞれのテーブルの上でステッ
ピーが動き出した。会場内には
モーター駆動音と、シャカシャ
カというアルミ筐体の作動音が
響いた。最初からスムーズに歩
けるステッピーは少なかった
が、子ども達は何度も調整に取
り組み、多くのステッピーが二
足歩行するようになった。会場
後部に作られた歩行コースや綱
渡りのコースでは、コミカルに
動くステッピーを見て親子の笑
顔が溢れていた。

親子で二足歩行ロボットを製作！
春休み『ロボット作り教室』開催

親子で息を合わせ、ロボットの綱渡りに挑戦した

1.21%
（2022年5月1日現在）


